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OCLC概要

• 世界最大の図書館共同体
– 112ヵ国の60,000館以上が参加／利用

• メンバー制のNPO

–独立採算制

–運営方針はメンバー館が決める

• 使命：
増大し続ける世の中の知識と情報への
アクセスと利用を促進することと、図書館の
経費を削減すること



OCLC沿革

• 1967年オハイオ大学協会によって設立（Ohio College Library Center）
– 当初メンバーは米国オハイオ州内の14館
– 米国議会図書館のMARC配布サービス開始は1969年

• 1977年名称変更（OCLC, Inc.）
• 1981年 OCLC Europe開局
• 1982年名称変更（OCLC Online Computer Library Center, Inc.）
• 1986年 OCLC Asia Pacific開局、日本へサービス提供開始
• 1995年 OCLC Latin America & the Caribbean開局
• 1997年 OCLC Canada開局

（前身はUTLAS - Univ of Toronto Library Automated Systems）
• 1999年WLN (Washington Library Network)と統合

OCLC PICA開局
• 2006年 RLG (Research Library Group)と統合
• 2007年 OCLC北京事務所開局



OCLCのメンバー制度

• Governing Members（9,000館）
– 共同目録事業に賛同し、総合的に貢献する
– メンバー評議会の議員候補権を持つ
– メンバー評議会の投票権を持つ

– 利用料金が優遇されたり、貢献内容に応じて還元される
場合がある

• Members（20,000館）
– 共同事業に部分的に貢献する
– メンバー評議会の議員候補権を持つ

• Participants（28,000館）
– OCLCのサービスを利用するが、貢献の義務を持たない

（数字は2006年7月現在）



OCLCの運営機構

• Governing Members（9,000館）

• メンバー評議会（66名、3年任期）
– Governing Membersによる選出

• 理事会（15名）
– 6名はメンバー評議会による選出（6年任期）

– 3名は理事会が図書館員より選出（4年任期）

– 5名は理事会が図書館以外より選出（4年任期）

–最後の1名はOCLCの代表取締役
（代表取締役は理事会が任命する）



OCLCメンバー評議会の役割

• Governing MemberおよびMemberの

その時々の関心事を明確にし、それに基づき
活動する

• 理事会および経営陣に対し、 OCLCの戦略・
企画についての助言を行なう

• 理事会および経営陣に対し、OCLCの戦略的
方向性についての意見を伝える

• 6人の理事を理事会に選出する



OCLCメンバー理事会の役割

• OCLCの意思決定機関

• OCLCの様々な活動に関して、OCLCの
憲章・規則規定、法律に反しない範囲の
全権限を持つ

• OCLCの代表取締役を任命する



• 共同目録サービス

• ILLサービス

• レファレンスサービス

• 電子ジャーナルサービス

• 電子Bookサービス

• 協同デジタルレファレンスサービス

• その他

– デューイ十進分類、選書支援、資料のデジタル化と保存、
OpenURLリンクリゾルバ、研究開発活動 など

OCLCの主なサービス

WorldCat



OCLC WorldCat

• 世界最大の目録データベース

• 書誌レコード6,000万件以上

• 所蔵レコード12億件以上

• 各国国立図書館のレコードも定期的に登録

–米国（LC、NLM、NAL、公文書館）、カナダ、英国、
オランダ、ポーランド、ニュージーランド、
フィンランド、etc. 

http://www.oclc.org/worldcat/default.htm


OCLCの共同目録サービス

• サービス名称： OCLC Connexion

• 10,000館以上が利用
–レコードは10秒に1件の速さで増加

• インタフェース
– Webブラウザ

• Dublin Coreのサポート

– Windowsクライアント（ユーザーへ無償配布）
• CJK、バッチ処理

– Z39.50接続



OCLC Connexion  Browser



OCLC Connexion Client



OCLC Connexionサポート体制

• 利用者向け資料
http://www.oclc.org/connexion/support/default.htm

• 利用研修
– オンラインチュートリアル

http://www.oclc.org/support/training/connexion/browser/tutorial/

– 地域サービスプロバイダー

• 疑問が生じたとき
– OCLC Customer Support

– OCLC-CATメーリングリスト

– 地域サービスプロバイダー

– User Group  
http://www.oclc.org/membership/usergroups/default.htm

http://www.oclc.org/connexion/support/default.htm
http://www.oclc.org/support/training/connexion/browser/tutorial/
http://www.oclc.org/membership/usergroups/default.htm


地域サービスプロバイダーの役割

• 地域に昔からある図書館ネットワーク
– OCLC以外のサービスを取り扱うネットワークもある

• OCLCより委託を受け、各種サービスの提供、
サポート、研修を有料で行なう



OCLC WorldCatの品質管理

• 自動プログラムによる品質向上

–重複レコードの統合

–目録規則等の変更に伴う一括修正

• メンバー館による自発的な品質向上

–ログイン認証モードで管理
Limited、Full、Enhance、National Enhance

–品質向上の種類
Minimum-level Upgrade、
Database Enrichment、Enhance



OCLC WorldCatの品質管理（続き）

• 外部の事業による品質向上

– Program for Cooperative Cataloging （PCC）
LCとのジョイントで、4グループ構成
NACO（著者名典拠）
SACO（件名典拠）
BIBCO（書籍）
CONSER（逐次刊行物）

– U.S. Newspaper Program (USNP)

• メンバー館による重複レコード、エラーの報告

–電子メール、Webフォーム



OCLC WorldCatに関連するガイドライン

• WorldCat Principles of Cooperation
http://www.oclc.org/worldcat/contribute/principles/

– 重要な財産であるWorldCatを維持・促進していくために、Governing 
Member、地域ネットワーク、そしてOCLCのそれぞれが持つ役割と
行動原則

• Guidelines for the Use and Transfer of OCLC-Derived 
Records
http://www.oclc.org/support/documentation/worldcat/records/
guidelines/default.htm

– WorldCatより得たレコードの利用について

• Guidelines for contributions to WorldCat
http://www.oclc.org/worldcat/contribute/guidelines/default.htm

– 上述のガイドライン2種より重要事項を抜粋し、解説

http://www.oclc.org/worldcat/contribute/principles/
http://www.oclc.org/support/documentation/worldcat/records/�guidelines/default.htm
http://www.oclc.org/support/documentation/worldcat/records/�guidelines/default.htm
http://www.oclc.org/support/documentation/worldcat/records/�guidelines/default.htm
http://www.oclc.org/worldcat/contribute/guidelines/default.htm


OCLC WorldCatに関連するガイドライン

• Member Quality Assurance Guideline
http://www.oclc.org/bibformats/en/quality/

– メンバー館による品質管理について

• Guidelines for National Level Enhance participants
http://www.oclc.org/support/documentation/worldcat/records/enhanc

eguidelines/

– LCのレコードに修正・情報追加を行う場合のガイドライン

http://www.oclc.org/bibformats/en/quality/
http://www.oclc.org/support/documentation/worldcat/records/enhanceguidelines/
http://www.oclc.org/support/documentation/worldcat/records/enhanceguidelines/
http://www.oclc.org/support/documentation/worldcat/records/enhanceguidelines/


OCLCのILLサービス

• サービス名称：
OCLC WorldCat Resource Sharing（WRS）

• 10,000館以上が利用

– 年間970万リクエスト

• インタフェース

– Webブラウザ
• レファレンスサービスFirstSearchと統合

– ILLiad（サーバー／クライアント製品）
• ILL業務を統合管理

– ISO ILL



OCLC WorldCat Resource Sharing



OCLC WRSを支える機能

• ILL Fee Management Program （IFM）
– 図書館間で発生する複写・貸借等料金の送金を代行するプログラム
– 2006年には約90万件がIFMで送金、総額1,270万ドル（15億円）

• Policies Directory
– 参加館のILLポリシーを閲覧できるWebサイト

• Custom Holdings 
– お気に入り所蔵館を登録できる機能

• Direct Request
– 図書館利用者自身が作成したILLリクエストを即座に
所蔵館へ送信する機能

• Automatic Deflection
– ILL対象外の資料タイプを登録しておくと、依頼が入っても自動的に
謝絶する機能

https://illpolicies.oclc.org/ipd/NewSearch.do?start=standard


OCLC WRSサポート体制

• 利用者向け資料
http://www.oclc.org/resourcesharing/support/default.htm

OCLC-SHARING-Lメーリングリスト（一方向のみ）

• 利用研修
– オンラインチュートリアル

http://www.oclc.org/support/training/firstsearch/tutorial/default.htm

– 地域サービスプロバイダー

• 疑問が生じたとき
– OCLC Customer Support

– 地域サービスプロバイダー

– User Group  
http://www.oclc.org/membership/usergroups/default.htm

http://www.oclc.org/resourcesharing/support/default.htm
http://www.oclc.org/support/training/firstsearch/tutorial/default.htm
http://www.oclc.org/membership/usergroups/default.htm


OCLC WRSサポート体制（続き）

• トラブル対応は…

–図書館間のトラブルは図書館間で解決

– OCLCは介入しない

–レコード操作の依頼にも応じない



OCLC WRSに関連のあるガイドライン

• Copyright Guidelines（CONTU Guidelines）

http://www.cni.org/docs/infopols/CONTU.html
Final Report of the National Commission on New Technological 

Uses of Copyrighted Works, July 31, 1978, Library of Congress

– 雑誌・書籍の複写量に関するガイドライン

– 刊行後５年以内の出版物が対象

– 1年間に雑誌・書籍1タイトルにつき複写5件まで

– 雑誌の場合は1号につき１記事まで

以上の範囲を超える場合は、原物を購入するか、

著作権処理費用を負担するのが望ましい

http://www.cni.org/docs/infopols/CONTU.html


質疑応答



OCLCに関するご質問は下記まで

株式会社紀伊國屋書店OCLCセンター


